












































の X 線検査をおこなったところ，8 ┐が低位埋伏し，
その歯冠部を含む広範な嚢胞様透過像を認めたため
当科紹介された．
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大があり，同部から下顎骨下縁部にかけて圧痛を認































位を確認し，下顎骨下縁より 1 横指下方に約 40mm
の 切 開 線 を 設 定 し 皮 膚 ペ ン で マ ー キ ン グ（図 3）．
切 開 予 定 部 位 に キ シ ロ カ イ ン 5ml で 局 所 麻 酔 し，
No.15 メスで皮膚切開し広頸筋を明示してから，骨
膨隆の位置を確認した上で広頸筋を切開した．以降
図 1．初診時パノラマ X 線写真；8 ┐が下顎骨下縁部皮質骨
を吸収し，低位埋伏している．
図 2-a．単純 CT 画像（水平断）；8 ┐は頬側前方方向に歯冠を
向けた水平埋没状態であった．その周辺の海綿骨に著
名な骨硬化を認めた．
図 2-b．単純 CT 画像（冠状断）；右側下顎骨は舌側下方へ
膨隆し，菲薄化した舌側皮質骨の内部に 8 ┐が埋没
している．
図 2-c．単純 CT 画像（矢状断）；8 ┐上方の歯槽骨は吸収し
ている．
－ 14－









次に口腔内に術野を移し，6 ┐から 8 ┐相当部周































図 6．摘出標本写真；15 × 10mm の肥厚した軟組織で，肉
眼的に嚢胞壁は明らかではなかった．
－ 15－－ 14－



















































































































図 10，術後パノラマ X 線写真；8 ┐と嚢胞摘出後下顎部は仮
骨進行し，下顎骨下縁部は円滑化していた．
－ 17－－ 16－



















































置 異 常 埋 伏 歯 の 2例． 日 本 口 腔 外 科 学 会 雑 誌．
27:1430-1434,1981









8） 菊池賢：Ⅳ . 病原体別にみた院内感染と対策 2. 表
皮 ブ ド ウ 球 菌． 日 本 内 科 学 会 雑 誌．97(11):41-
45,2008
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